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I.研究の目的と方法
本研究では、年長児の量に対する認識について
研究する。量の中でも連続量・不連続量の保存に
ついて行う。ジャン・ピアジェによる連続蚤・不
連続量の保存の先行実験を基に実際に幼児に実験
を行い、その結果から幼児の保存に対する認識の
仕方、量を判断するときに何に着目して判断して
いるのか、また、幼児によって判断する着服点に
違いがあるのかなどを考察していく。また、連続
量と不連続量では‘保存の認識の仕方に違いがで
るのだろうかということについても考察していく。
研究の方法は、まず、 J.ピアジェによる連
続量の保存、不連続量の保存、誘導された対応な
どの先行実験の文献研究を行う。次に、先行実験
から導き出される疑問を挙げ、その疑問を基に第
4章・第5章で行う連続量・不連続量の保存につ
いての本実験の内容を検討する。第3章では本実
験を行う前に、年長児の連続量に関する理解度な
どを把握するために、鳥取大学附属幼稚園年長児
2 9名に事前説査を行う。事前調査の結果やその
考察を基に、本研究の実験の被験者6名を選出す
る。第4章では連続量の保存、第5章では不連続
量の保存について、先行実験から導き出される疑
問を慕に検討作成した実験を被験者6名に行い、
実験結果を考察していく。実験は、被験者1人対
インタピュア~i 人で行い、その際ビデオでの撮
影を行う。
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麗．研究の概要
N-1-6 連続量の保存「さとかJ
初めに、 300mlの容器A(1),A(2）に同じ壌の水
を入れる。
〔考えられる着目良点］容器の大きさ、容器の数、水
の高さ
《考察》大きい容器だから A(2）のほうが多いと
答えている。この時、水商の潟さはA(2）のほう
がiおい。着目点として容器の大きさを上げている
が、水面の高いA(2）のほうが多いと答えている
ため、水産託のi高さに着目しているとも考えられる
のではないだろうか。
A(l) A(2) 
困〕＜
A(2) 
【実験2]A(2）を lOOm1の容器D(1),D(2）に移
しかえる。
〔沼的］容器は大きいけど水面は低く、容器は小さ
いけど水面は高いという状態では、保存は
できるのか。
［考えられる義眼点］容擦の大きさ、水の高さ
《考察》大きい容器だから怠（ l),B(2）のほうが多
いと答えている。この時、水樹の高さは
B(1),B(2）のほうが低い。 B(1),B(2）とD(l),D(2) 
の水面の楚は約 0.7c mである。水面の低い
お（1),B(2）のほうを多いと答えているため、この
ときの判断する着包点というのは容器の大きさだ
ということがわかる。
ち（1)B(2) A(2) 
〕＞
D(l) D(2) 
｛実験 3]B(l),B(2）を 50mlの容器 C(l),C(2)
に移しかえる。
［目的］実験 2より容器が小さいときでは、保存は
できるのか。
［考えられる着娘点］容器の大きさ、水の高さ
A(l) A(2) 《考察》判断した理由は答えられなかった。結果
〔実験リ A(l)を200mlの容器B(1),B(2）に移し は、容器の小さいほうの C(l),C(2）が多いと判断
かえる。 している。この時、水面はC(1),C（ののほうが高
［信的］小さな容器 2つに移し変えると、保存がで く、水面の差は約 1.2c mである。実験 2では水
きるのか。 蕗が抵くても容器が大きければ水は多いと判断し
-20 
ているが、実験3では容裁が小さくて水面の高い
ほうを水は多いと判断しているように、実験2と
実験3では、この幼児の論理は逆になっている。
実験2と実験3の遠いは、水面の差である。実験
2は約0.7c m、実験3は約1.2c mというように、
実験3のほうが水閣の差は大きい。よって、水箆
の差が大きいほうが水面の潟さに着目しやすいと
いうことがわかる。
］ B(l) B(2) D(l) D(2) 
＋ 
園掴＞困層
C(l) C(2) D(l) D(2) 
｛実験 4〕D(l),D(2）を C(3)C(4),C(5）に移しか
える。
［目的］向じ大きさの容器で、数が 2個と3儲のと
きでは保存はできるのか。
［考えられる着限点〕容器の数、水の高さ
《考察》判断した理由は答えられなかった。結果
は、水面は｛尽く容器の数の多いC(3),C(4),C(5）の
ほうが多いと判断している。この時、水磁の差は
約0.8c mで℃（3) C(4),C(5）が低く、水の量は多
いと判断しているため、このときの判断する着目
点は、容器の数ということがわかる。
臨樹園醐
C(l) C(2) D(l) D(2) 
＋ 
園掴＜園出園
C(l) C(2) C(3)C(4)C(5) 
［実験5〕C(l),C(2）をE(1)に移しかえる。
［目的］比べる容器の大きさの差が大きいとき、保
存はできるのか。
［考えられる着眼点］容器の数、容器の大きさ、水
の高さ
《考察》判断した理由は！水の量lと言うことを
挙げ、 C(3),C(4),C(5）のほうが多いと判断してい
る。 C(3),C(4),C(S）のほうが約 0.9c m高く、容
器をたくさん満たしている。そのため、 fJl<の最j
というのは水面の潟さだということが考えられる
のではないだ、ろうか。
層調圏 園出国
C(l) C(2) C(3)C(4)C(5) 
＋ 
］〈回出回
E(l) C(3)C(4)C(5) 
【実験 6]C(3),C(4),C(5）を C(l)℃（2）℃（3）℃（4）’
に移しかえる。
［目的］容器の数が 1側と 5倒では保存はできるの
か。
［考えられる着眼点］容器の数、容器の大きさ、水
の高さ
《考察》判断した理由は答えられなかった。結果
は、 C(l）℃（2）℃（3）℃（4）’のほうが多いと判断して
いる。この時、水”面の差は約0.4c mでE(1)のほ
うが高い。水面の低いC(1)℃（2）℃（3）℃（4）’のほう
が多いと判断しているということは、容器の数に
若自していると考えられる。
国国国
E(l) C(3)C(4)C(5) 
＋ 
LJ＜〕］］］
E(l) C(l）℃（2）℃（3）℃（4）’ 
【実験7]C(l)'C(2）’C(3）’C(4）’をC(1）”’C(2）” 
C(3）”C(4）”C(5) 
［日的〕容器の数が 1倒と 5倒では保存はできるの
カE。
［考えられる着眼点］容器の数、容器の大きさ、水
の高さ
《考察》大きい容器だからE(l）のほうが少ない
と答えている。この時、水面の差は約 0.8c mで
E(l）のほうが高い。実験 1.2では大きい容器だ
から多いと答えており、この幼児の論理は逆になっ
ている。実験1. 2では容器の大きさの違いは
lOOm lずつで、実験7での容器の大きさの違い
は450mlである。実験 7のほうが容器の大きさ
の違いが明らかである。また、水面のi高さはE(l) ［考えられる着乱闘容滋の数、容器の大きさ、水
のほうが高いが、 E(l)の水で満たされていない部 の高さ
分と、 C(l)℃（2）”C(3）”C(4）” 《考察》判断した理由は答えられなかった。結果
C(S）”の水で満たされていない部分を比べると、 はB(1）のほうが多いと判断している。この時、
E(l)のほうが大きい。よって、水で満たされてい 水面の羨は約2.3c mでB(l)のほうがi高い。実験
ない部分の少ない C(l)℃（2）”C(3）”C(4）” C(5）”の 8と同じことが言え、容器をたくさん満たしてい
ほうが多いと判断したとも考えられる。これは、 るかどうかで判断している。
実験5.6でも向じことが言える。また、実験5.
6. 7では容器の数が多いと水は多いと判断したと
も考えられる。
］］］〕
E(l) C(l）℃（2）’C(3）℃（4)' 
〕＜］］］］］
【実験8】E(l)をA(1）に移しかえる。
［目的］実験7より比べる容器の大きさの違いが小
さくなると、保存はできるのか。
［考えられる着眼点］容器の数、容器の大きさ、水
の高さ
《考察》判断した理由は答えられなかった。結果
はA(l)のほうが多いと判断している。この時、
水面の差は約 1.3c mでA(l）のほうが高い。実
験6.7では水面の高さは高いが水は少ないと判
断しており、実験8ではその論理が逆になってい
る。よって、容器の数ではなく、容器をたくさん
満たしているかどうかで判断していると考えられ
る。
L」］］］］］ 
＋ 
出＞］］］］］
A(l) C(l）℃（2）℃（3）℃（4）℃（5）’ 
【実験9】A(l）をB(l）に移しかえる。
［目的〕実験8より、比べる容器の大きさの違いが
小さくなると、保存はできるのか。
〕〕］〕〕
A(l) C(l）℃（2）℃（3）℃（4）℃（5）’ 
＋ 
＞〕〕］］〕
B(l) C(l）℃（2）℃（3）℃（4）℃（5)' 
V-1-5 不連続最の保存「かいりj
初めに、紫とピンクのビーズ 24儲を子どもに
数えさせ、同じ数ということを確認した後に、
A(l),A(2）にそれぞれビーズを入れる。
出叫A(l) A(2) 
【実験1】A(2）をB(l),B(2）に移しかえる。
［目的〕小さな容器 2つに移し変えると、保存はで
きるのか。
［考えられる着服点］容器の大きさ、ビーズの高さ、
容器の数
《考察》 2つに分けたからA(l）のほうが多いと答
えている。 2つに分けると、ビーズの高さが低く
なる。つまり、ビーズの高さで量を判断している
と考えられる。連続量の実験においても、水面の
高さで水の震を判断している。連続量でも不連続
最でも、着目するJ点は同じということが言えると
考えられる。
岡山
＋ 
出〉］］
【実験2〕A(2）のどーズが長くなるように間隔を
あけて 1列に並べる。
［目的JH河jにビーズを並べたときの間隔が違うと
き、保存はできるのか。
［考えられる着限点］ビーズの長さ
《考察》紫のビーズのほうが長い列だから、紫の
ビーズが多いと答えている。実際に、ビーズを l
~Jに並べる前にどちらが長くなるか予想させると、
W＝凶
【実験 5］実験4の続きで B(l）と C(l)に 1偲ず
実験1で多いと言った A(l）のピンクのビーズと つ同時に24鱒入れる。
答えた。予想したのと実際の結果は違うため、な ［臼的］大きさの違う容器に 1個ずつビーズを入れ
ぜ＼紫のビーズが長くなったのかとたずねると、 たとき、保存はできるのか。
2つのコップから出したから紫のビーズが多いと ［考えられる着根点］容器の大きさ、ビーズの高さ、
答えた。実験 1では、 2つに分けたから少ないと ビーズの数
答えており、実験2では、 2つを合わせたから多 《考察》一緒に数えたからビーズの数は同じと答
いという判断をしている。この実験 1と実験2の えている。実験4に比べ、容器の満たされかたの
結果：から、 「分けると少ない、合わせると多いj 違いは明らかである。したがって、実験4と同様
という子どもの論理があるのがわかる。 に一緒に数え、同時にビーズを入れるという作業
が、同じ量と判断するための重要な作業であるこ
00000000000。 000000000 とがわかる。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
【実験3】紫のビーズをひとかたまりにする。
［目的］ビー ズの並べ方を、 1列とひとかたまりに
すると、保存はできるのか。
［考えられる着服点］ビーズの数
《考察》実験2で紫が多かったから、紫のビーズ
が多いと答えている。ビーズ、の並び方が変わって
凶＝闇
【実験6]C(l)をC(1),C(2),C(3）に移しかえる。
［日的］比べる容器の数が l倒と3f闘では、保存は
も、前に多いと判断したほうのビーズが多いと答 できるのか。
えているため、保存ができていると言えるのでは ［考えられる着限点］容器の数、容器の大きさ、ピー
ないだろうか。 ズの高さ
《考察》見たらC(l),C(2),C(3）のほうが少ないと
． ．ー．，’・、。。。0000000000。000000．ノ. -.． 答えている。 「見たら少ないJというのは、容器にピーズがどれだけ入っているか、どれだけ容器を満たしているかどうかということで、
C(I),C(2),C(3）の容器にはビーズはあまり入って
おらず、 B(l)にはたくさんのビー ズ、が入っている。
つまり、容器をたくさん満たしているB(l)のピー
【実験4]B(l）と C(l）に 1倒ずつ数えながら、 ズが多いと判断したと考えられる。
同時に10倒入れる。
〔自的］大きさの違う容器に1個ずつビーズを入れ
たとき、保存はできるのか。
［考えられる着限点］容器の大きさ、ビーズの潟さ、
ビーズの数
《考察》一緒に数えたからビーズの議は同じと答
えている。 B(l）とC(l）ではC(l）のほうが容器
はビーズで満たされているが、一緒に数えながら
同時にビーズを入れるという作業をしたため、同
瞬間
じ；量と判断しているのである。
N.研究の結果
4-1得られた結果
連続量の保存の実験では、 6人rf:15人は水の高
さ、つまり、容器をたくさん満たしているかどう
かで判断している。水面の高さで判断するという
のは、事前調査の結果とも一致している。また、
5人の中でも場面が変わると判断する理由として、
容器の大きさ、容器の数を挙げる幼児もいた。そ
の場面というのも、幼児によって違う。例えば、
水面の高さの差があまり無いときは、容器の大き
さや数に着目したり、容器の大きさの差が大きい
と、水面は低くても容器の数が多いほうが多いと
答えたりというように、場面によって判断する理
自はそれぞれ遠う。また、全ての実験においてー と考える。
糞として水面の高さだけを挙げる幼児、容器の数
だけを挙げる幼児がいた。その幼児たちにとって 主要参考文献
は、場面が変わろうとも水面が高いほうが水は多 ｛数の発達心理学j 遠山種 開土社（1962) 
いし、容器の数が多いほうが水は多い。現段階で ｛援の発達心理学J 遠山啓 隠土社（1962) 
【実験7〕B(I）をD(l),D(2）に移しかえる。
［目的J比べる容器の数が 2個と3錨では、保存は
できるのか。
［考えられる着線点］容怒の数、容器の大きさ、どー
ズ、の潟さ
《考察》あまりビーズが入っていないからビーズ
の量は同じと答えている。量を判断するときに、
5つの容器の潟さを比べていた。 5つのビーズの
高さはほぼ同じである。つまり、高さが同じなの
でビーズの量は同じと判断したと考えられる。よっ
て、容器の大きさや容器の数に着目していないこ
とがわかる。
料判明則）
は他の着綬点というのは考えられないようである。
不連続：援の保存の実験でも、ビーズの；震を判断
するのはどーズの高さ、つまり、容器をたくさん
満たしているかどうかである。また、ビーズの数
を数えるということは、保存への手がかりとなる
作業になっている幼児もいれば、数を数えるとい
う作業とビーズの量を判断するというのは、別な
ものになっている幼児もいる。つまり、ビーズの
数を数え問じ数だけあると、どーズの震は同じと
いうことが完全に理解できている幼児と、それが
まだ不十分で徹底されておらず、頭の中で矛盾を
感じ戸惑っている幼児も見られた。
連続最と不連続量の保存の実験結果を見ると、
連続量では保存ができている幼児lまi人もいない。
不連続量では全ての実験で保存ができている幼児
は1人いた。また、数を数えるという作業がある
と、ビーズの高さ、容器の満たされ方が違っても、
保存ができるという幼児も4人いた。不連続最の
ほうが連続量に比べ保存ができやすいとも言える
のではないだろうか。その理由として、初めにビー
ズの数を数えたということがあるからだと考えら
れる。連続蚤では、視覚だけで水の蚤は同じと判
断したが、不連続最では視覚に加え、数えるとい
う操作でビーズの量を同じと判断したからだと思
われる。
4-2今後に残された課題
本研究では、 6人の幼児にしか調査を行ってい
ないので、もっとたくさんの幼児に調査を行うこ
とで、他の実験結果をでてくると考えられる。ま
た、本研究は年長児を対象としたので他に、年中
児・年少児・小学校低学年などと対象を変えるこ
とで、本研究とは違った考察ができると怒われる。
小学校低学年における数・最領域のなかで、小学
校低学年を対象とした実験を行うことで．その実
験結果を参考に指導法を考えることも必要である
